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エコーホール　【入場無料】


弁士：


衆院議員清水ただし（要請中）


ごあいさつ：


元衆院滋賀２区候補者 中川むつ子





お元気ですか





近づく一斉地方選挙


　春のようなポカポカ陽気の後の「冬型気圧配置」は体にこたえますね。ほほが凍るような冷たい風が吹く中でも桜の枝先には褐色のつぼみのもとが準備されているのでしょう▼４月は県議選でスタートします。今回初めて犬上郡と彦根市が合区になり、定数４でたたかわれます。「共産党は県議会選挙に候補を出さないのか」とよく聞きます。ようやく近々発表できる段取りに▼私たちが掲げる公約の中にある「中学校卒業まで医療費無料化」は甲良町で昨年10月開始されていますが、県制度として実施されるとさらなる上乗せや他の福祉施策の充実に予算を回すことができます▼「命・くらし優先の県政へ」を掲げて「日本共産党の県議ゼロを克服し、議案提案できる５議席をめざす」たたかいが始まります。昨年の総選挙での躍進に続き一斉地方選挙でも前進し、県民・町民の期待に応える決意です。











消費税は引き上げるのに、年金は削られる、米価は大暴落･･･。そんな中、12月議会一般質問で、西澤議員は、県下で一番高い介護保険料を引き下げるべきだと提起。西澤議員の一般質問（要約）を紹介します。





西澤　来年度予算にかかわり、家計を温める予算を重点的に配分し、町民の暮らし、福祉、農業を応援することが非常に大事な時期を迎えています。


　「保険料ありて介護なし」となる改悪案が政府から浮上しています。政府は、軽度の介護を保険事業から外すとともに、来年８月（２０１５年）から利用料２割負担を導入するとしています。現行の介護保険利用料の減免制度を拡充するとともに、町独自の助成措置が必要ではないか。


Ａ　保健福祉課長


　現在のところ、介護保険利用料の町独自の減免措置等の施策は考えていません。





健康でくらせるまち＝


保険料負担を引き下げ


西澤　長野県の各市町村が非常に手厚く、無料または軽減措置で気軽に早期発見、早期治療を実行して「介護にかからない、健康で暮らせるまち」を合い言葉に努力をしています。健康で暮らせる、このための総合的な施策は結果的に保険料・保険事業支出を抑える効果を生んできています。来年度に向けて介護保険も含め、一般施策で充実させることが必要だと思います。


Ａ　保健福祉課長


　現在、第６期介護保険事業計画を策定中であり、高齢者を含めた多年代の住民がお互いに地域で支え合って暮らせる仕組みづくりで総合的な地域包括ケアシステムの確立をめざして検討しているところです。





引き下げは強い願望


西澤　今、諸物価の値上がり等で非常に暮らしは大変だ。甲良町が町民の暮らしを応援しているメッセージを出す必要がある。現実には県下で一番高い介護保険料を何とか引き下げてほしいという要望は非常に強いものがあります。予算の限度や法律上の枠組から非常に困難だが、例えば５００円とか１，０００円とか、こういう金額でも引き下げて町民の暮らしを応援しているというメッセージを出す必要があります。


Ａ　保健福祉課長


　介護保険料を極力抑えたいとは考えているが、高齢化が進み、認知症の方が増加している現在の状況から、介護保険料の引き上げを抑えるというのはちょっと難しい現状であると認識しています。引き下げていくためには生活習慣病や運動器の障害等の予防と重症化の防止に施策の重点を持っていき、住民の健康寿命を延伸することに力を入れていきたい。
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